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5.まとめ
FPGAの性質を活かし同一し71回路を再構成するこ
とによってデ-夕圧縮と解凍を行 う回路の構成法を
示した｡この回路を周いることによって裏に必要な
ハー ドウェアのみを実装すればよいため､携帯装置
等の小型化及び省電力化に寄与できるものと考えて
いるO今後は解凍部の構成を確立し､実際に装置を
作成して試験を行う予定である｡
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